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金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
近
世
史
料
館
が
開
館
し
て
、
今
年
で
十
周
年
を
迎
え
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
本
展
示
は
、
そ
れ
を
記
念
し
て
開
催
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

加
賀
藩
は
、
幕
末
期
に
お
け
る
異
国
船
の
脅
威
に
と
も
な
い
軍
備
の
強
化
を
は
か

り
ま
し
た
。
火
薬
、
銃
器
の
開
発
を
進
め
る
こ
と
に
よ
り
、
藩
に
近
代
科
学
の
知
識

の
導
入
と
進
展
を
促
す
も
の
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
武
器
、
弾
薬
は
慶
応
四
年

(
一
八
六
八
)
の
北
越
戦
争
で
使
用
さ
れ
ま
し
た
が
、
軍
備
の
中
心
と
な
る
も
の
が
火

薬
で
あ
り
、
そ
の
主
要
成
分
で
あ
る
硝
石
は
、
「
塩
硝
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

加
賀
藩
に
お
け
る
塩
硝
の
産
地
は
古
く
か
ら
五
箇
山
で
あ
り
、
五
箇
山
で
は
「
培

養
法
」
と
呼
ば
れ
る
独
自
の
方
法
で
製
造
さ
れ
ま
し
た
。
塩
硝
は
金
沢
の
「
土
清
水

塩
硝
蔵
」
な
ど
へ
輸
送
さ
れ
、
そ
こ
で
硫
黄
、
炭
と
調
合
さ
れ
黒
色
火
薬
が
製
造
さ

れ
ま
し
た
。
現
在
土
清
水
塩
硝
蔵
跡
の
発
掘
調
査
が
進
め
ら
れ
、
塩
硝
蔵
の
状
況
が

明
ら
か
と
な
っ
て
き
て
お
り
、
施
設
の
復
元
も
検
討
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

本
展
は
、

加
賀
藩
の
火
薬
、
銃
器
に
関
わ
っ
た
壮
猶
館
や
土
清
水
製
薬
所
な
ど
の

施
設
を
中
心
と
し
、
塩
硝
の
生
産
、
火
薬
製
造
所
な
ど
を
紹
介
す
る
も
の
で
す
。

展
示
品
は
館
臓
の
古
文
書
と
、
そ
れ
ら
か
ら
作
成
し
た
デ

l
タ
類
の
パ
ネ
ル
に
加

え、

五
箇
山
を
中
心
に
、
各
機
関
、
各
家
よ
り
出
品
し
て
い
た
だ
い
た
資
料
か
ら
な

っ

て
い
ま
す
。

本
展
示
を
開
催
す
る
に
あ
た
り
、
多
大
な
ご
教
示
を
い
た
だ
い
た
金
沢
大
学
名
誉

教
授
板
垣
英
治
氏
、
な
ら
び
に
資
料
の
ご
出
品
な
ど
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
皆
様
に

心
よ
り
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
二
十
一
年
十
月
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凡

例

口
本
書
は
、
金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
近
世
史
料
館
が
開
催
す

る
特
別
展
「
加
賀
藩
の
海
硝
生
産
と
施
設
」
に
関
連
し

て
作
成
し
た
も
の
で
す
。

日
本
文
中
の
資
料
番
号
は
「
山
山
品
目
録
」
の
番
号
を
示
し
て

い
ま
す
。

口

会

期
中
に
展
示
替
え
を
行
う
た
め
、
一
部
の
資
料
は
展
示

さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

口
借
用
資
料
の
資
料
名
は
原
則
と
し
て
、
所
蔵
先
の
名
称
に

拠
っ
て
い
ま
す
。

口

本
書
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
写
真
お
よ
び
記
事
の
転
載
に
つ

い
て
は
、

当
館
お
よ
び
資
料
所
蔵
者
の
許
可
が
必
要
で
す
。
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加

賀

藩

の

砲

術

加
賀
藩
に
お
け
る
砲
術

流
派
に
は
、
荻
野
流
、
酒
井
流
、
自
得
流
、

豊
嶋
流
な
ど
の
流
派
が
あ
っ

た
。
中
で
も
豊

嶋
流
は
加
賀
藩
に
お

い
て
誕
生
し
た
流
派
で

あ
り
、
加
賀
藩
士
豊
嶋
新
九
郎
是
理
が
開
創

し
た
も
の
で
あ
る
。

1 

大
野
湊
神
社
木
地

大
野
湊
神
社
蔵

奉納者の高波安左衛門尉は、度安 2年(1649) に御持弓役に召抱えられ、その後星山流火矢を習い、

足軽たちの鉄砲指南役を務めた。星山流は、朝鮮出身の星山九兵衛述利が開いた砲術の流派。

軍

制

の

近

代

化

幕
末
期
の
対
外
危
機
の
中
、
落
の
軍
制
は
銃
隊
を
中
心
と
し
た
西
洋
式
に
再

編
成
さ
れ
、
西
洋
流
兵
術
や
兵
器
の
活
用
が
図
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

よし
やす

文
久
か
ら
元
治
に
か
け
て
西
洋
式
軍
制
の
導
入
を
め
ぐ
る
相
克
も
あ
っ
た
が
、
藩
主
慶
寧
の
も
と
軍

制
改
革
が
推
進
さ
れ
た
。

6 

軍
制
に
関
す
る
達
書

本
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天
保
十
一一
年
五
月
九
日
齢
武
蔵
国
徳
丸
原
高
島
四
郎

太
夫
西
洋
火
砲
打
方
御
見
分
之
図

本
館
蔵

=

詳引い
事

IJ日賀稽の軍制に関し、従来の軍法を基とし、西洋兵黙を取り入れるべき旨の達書写。重臣村井

又兵衛(長在)宛。
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塩

硝

の

生

産

と

流

通

加

賀
藩
に
お
け
る
塩
硝
の
生
産
地
は
、
古
く
か
ら
五
箇
山
で
あ
り
、
五
筒
山
で
の
塩
硝
の
製
造
法
は
「
培
養
法
」
と
呼
ば

独
特
の
も
の
で
あ

っ
た
。
塩
硝
は
、
灰
汁
煮
↓
中
煮
↓
上
煮
の
過
程
に
よ
り
精
製
さ
れ
た
。
灰
汁
煮
塩
硝
は
五
箇
山
の
ほ
ぼ
全
域
で
製
造
さ
れ
て
い

中
煮
塩
硝
及
び
上
煮
塩
硝
は
、
上
煮
屋
と
い
わ
れ
る
ご
く
少
数
の
有
力
者
に
よ

っ
て
製
造
さ
れ
た
。
上
煮
屋
惣
代
や
塩
硝
吟
味
人
な
ど
が
生
産
の
統

品
質
の
管
理
に
当
た
っ
た
。

制たれ
やがる
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塩
硝
上
煮
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椋
札

羽
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家
文
書
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砺
市
)
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当
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上
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塩

硝

の

生

産

と

流

通

加

賀
務
に
お
け
る
塩
硝
の
生
産
地
は
、
古
く
か
ら
五
箇
山
で
あ
り
、
五
箇
山
で
の
塩
硝
の
製
造
法
は
「
培
養
法
」
と
呼
ば
れ
る

独
特
の
も
の
で
あ
っ
た
。
塩
硝
は
、
灰
汁
煮
↓
中
煮
↓
上
煮
の
過
程
に
よ
り
精
製
さ
れ
た
。
灰
汁
煮
塩
硝
は
五
箇
山
の
ほ
ぼ
全
域
で
製
造
さ
れ
て
い
た
が、

中
煮
塩
硝
及
び
上
煮
塩
硝
は
、
上
煮
屋
と
い
わ
れ
る
ご
く
少
数
の
有
力
者
に
よ
っ
て
製
造
さ
れ
た
。
上
煮
屋
惣
代
や
塩
硝
吟
味
人
な
ど
が
生
産
の
統
制
や

品
質
の
管
理
に
当
た
っ
た
。

付
図

本
館
蔵

と¥ 1/

、、、、
」三〉芸評町

322 
人主主ト

守

露中一
宜主主千符耳L伴lt下 'i ~ 冶圃~

12iA4hizh??栴が
か吟 札制 i 割高 ，~ .h一一;;:;'vCJ 7 rげi守竹 'f結'1守2稿

f、、札:入¥ t¥.t卜(へ叶1吋1 、マヤ一「¥ 

¥ 
¥ご入¥¥、/ 為01南H 陣司岬司圃 .. 白固刷岬訓昭

λ Jつi以去 z到z-: f 喰点:宗叫nνが
tu2主が主ZZ玖記且崎桶 与日C可;z;?語

19 

五
ケ

山
塩
硝
出
来
之
次
第
書
上

/' 

、¥日
it

岬
進
諸

¥、ち
l

叩
噛
寸
怯
同よ

ぐ

園

周

L
ー、i
t

i
-司
司

法

'
4
a
7

4
h

hi
、ρ
時
ル
」

持
E、
作

二
め
ゅ
う

ん、

ニ
災
、
ハ
mm

¥
池
山
S
F

、
金
売
1

、¥
¥
、
官、
11

rl' 
Tjf 

=
同

¥

令
白

川判ふ
を

丸

、
民
告
げ
の

l
w
「
草
札
幼
児

tF
b爪
与

f

見
え
み
J
キ
ー
た
九
日
今
庁
、
電
F
ヲハ
l

tv
h晶
靖
ιF
t
i
昨
今
右
ム
?
味

20 

塩
硝
上
煮
屋
株
札

羽
馬
家
文
章
日

(
雨
砺
市
) 申

帳笛
山
県
ム
斗
図
書
館
蔵

F
A閥

会
ゐ
ヲ
う

21 

当
年
出
来
上
塩
硝
の
土
清
水

倒
蔵
に
預
入
に
つ
き
申
上
書

羽
馬
家
文
書
(
南
砺
市

件

畠
中
尾
抗
袖
川
悩

行

τ式
W
M
は

【
ぢ

m
S
公費税

JvZ一

0
5易
自

i
，
，
?
安
易
品川

場
事
B

h
w手
急
治
何
事
偽
剖

rov免
い
ぶ
り
担
!

"HA
3均
f
紛
れ
}
也
冷
静
作
M
引
か

r
zり
が
汁
ゐ

f
L
也
b
a
骨
f
ヲ
む

ra争
守
乞

τ
hZ
完
Eun

t

jjrE
 

常
習
"
“〈
11

4
w

J

酬
伺
也
ク
@

ゑ
係

2
4角

4

印
紙
仏
紙

F
i淘
扇
定
」
今
j
μ
2

M
W
省
局
毎
め

A
W
G
'自
供

im窓

d
A
q嘉
一必

事
紛
み
1
劣
後

息
ぷ
¢
ゐ
A

Zω
控

wz
• ， 

F
M
L
湖
一
穆
?
?~m川
叫
制
告

-
b
1
t
u
L

q
希
移
彦
一
角
殺

事
的
駅
伝

μi
み
』
師
酬
は

島
原
β

丈
翻

@
咳
耐
刊
釈
明
ド
併
弘
魁



ブ
条
五
局
rwb
昼、
1
7
毛
先
月

2

4
、
一・
提
示
品
設
々
予
芝
生
後
ず
ん

!

?

モ

勢

匁

バ

w
パ
場
介
、
‘
不
必
川
ゑ
叫
す
ま
菜
作

J

向

d

E

依
存
4
2
1
A
?一
五
段
エ
後
翁

，

fLP332宇
佐
笠
宮
除
、
市
川
ゑ
矧
付
添
竹
甲
義
孝
与
徒
計
件
一を
ト
話
傍
'

V

J一

「
争
安
委
J

法
廷
よ
匁
(
4
J
b
成
品
L

{〆
J•

• 
校
訟
沙
仏
同
・
多
郎
川
上
-
一

4

・
4J
ト

・

お

塩

硝

箱

計
五
ヶ
山
定
式
上
塩
硝
等
上
納
方
手
続
覚
書

中
島
文
庫

富
山
県
立
図
書
館
蔵

.'t;jへ

お

塩

硝

釜

利
賀
民
俗
館
蔵

(
南
耐
市
)

M

塩
硝
桶

利
賀
民
俗
館
蔵

(
南
砺
市



火
薬
と
銃
弾
の
原
料

硫
黄
は
立
山
地
獄
谷
で

火
薬
(
黒
色
火
薬
)
の
原
料
は
、
塩
硝
、
硫
黄
、
木
炭
か
ら
成
り
、
樹
硝
は
五
箇
山
で
生
産
さ
れ、

産
出
さ
れ
た
。
銃
弾
の
原
料
で
あ
る
鉛
は
、
新
川
郡
長
棟
鉱
山
で
産
出
さ
れ
た
。
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銃
器
の
近
代
化
を
進
め
た
藩
の
施
設

加
賀
藩
で
は
西
洋
流

大
砲
、
銃
の
導
入
と
製
造
、
西
洋
流
砲
術
の
習
得
を
進
め
て
き
た
が
、

火
薬
、
大
砲
、
銃
、
弾
薬
な
ど
の
武
器
製
造
を
増
強
す
る
た
め
、
壮

猶
館
、
士
清
水
製
薬
所
、

小
柳
製
薬
所
、
鈴
見
鋳
造
所
な
ど
の
施
設

を
整
え
た
。
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海
防
施
設

幕
末
期
の
度
重
な
る
異
国
船
の
来
航
は
、

加
賀
藩
に
も
強
い
危
機
感
を
も
た
ら
し、

海
防
政
策
に

取
り
組
む
要
因
と
な

っ
た
。
長
い
海
岸
線
を
持
つ
加
賀

藩
の
中
に
あ

っ
て、

特
に
能
登
半
島
の
海
防
強
化
が
急

務
で
あ
り
、
海
岸
巡
見
と
地
形
調
査
を
踏
ま
え
て
、
能

登
半
島
を
中
心
に
異
国
船
発
見
の
た
め
の
遠
見
番
所

や
台
場
が
設
置
さ
れ
た
。
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西
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流
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で
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る
吉岡
嶋
流
砲
術
を
加
賀
藩
に

導
入
し
た
中
心
人
物
が
斉
藤
三

九

郎

(
青
山
家
家
臣
)
・
河
野
久

太
郎
(
長
家
家
臣
)
で
あ

っ
た
。

斉
藤

・
河
野
は
、

三
河
田
原
潜
の

西
洋
砲
術
家
村
上
定
平

(高
嶋
秋

帆
の
高
弟
)
に
入
門
し
、
西
洋
流

砲
術
や
大
砲
の
製
造
技
術
を
学

び
、
自
ら
洋
式
大
砲
を
作
り
、
石

川
郡
打
木

浜

(
現
金
沢
市
打
木

町
)
で
試
射
を
行
っ

た
。
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戦
役
と
銃
器

慶
応
四
年
(
一
八
六
八
)
、
京
都
の
鳥
羽
・伏
見
の
戦
い

に
勝
利
し
た
薩
摩
藩
・
長
州
藩
を
中
心
と
す
る
新
政
府
軍
は
、
越
後
長
岡

藩
と
会
津
藩
の
征
伐
の
た
め
東
征
軍
を
組
織
し
進
軍
し
た
。
こ
の
北
越
戦

争
に
加
賀
藩
も
新
政
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これらの小銃弾は、実際に北越戦争で使用さ

れたもの。

長岡市新保神社の杉(上段)、 高見町 (中段)、

旧中之島町大口 (下段)の戦場跡で発見された。
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